
・統合校　１校
・統合園　１園

地区説明会

統廃合予算要求

統廃合準備

閉校（園）式 ○

11月 12月 １月 ２月 ３月

保護者説明会
（前年度）

平成３４年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

項 目 教育施設の充実・整備、有効活用を推進します。

内 容

　平成２３年２月４日に示された対馬市立学校適正規模、適正配置等
検討委員会の答申を受け、対馬市の未来を託す子どもたちが豊かな人
間関係を築き、社会性の醸成を図っていけるような教育環境を整える
ため、対馬市立学校及び幼稚園統合推進計画に基づき保護者説明会及
び地区説明会を実施し、学校及び地域住民の理解のもと学校統廃合を
進めます。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達 成年 度】
中期計画（平成２８年度まで）　小学校　２７校　→　２０校
　　　　　　　　　　　　　　　中学校　１５校　→　１３校
　　　　　　　　　　　　　　　幼稚園　　４園　→　　３園
長期計画（平成３３年度まで）　小学校　２０校　→　１１校
　　　　　　　　　　　　　　　中学校　１３校　→　　６校

達 成 時 期

課　名 総 務 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 地域が連携して支える教育・文化の充実した人とまち

施 策 安心して学べる学校教育環境の構築

全体 №６０
個別 015-01

平成２５年度［教育委員会事務局］ 組織目標



【一人ひとりを大切にした教育活動の推進】　

１．基礎学力の定着と学校図書館の充実

２．特別支援教育の充実

３．不登校児童生徒対策の充実・推進

１．基礎学力の定着と学校図書館の充実

①各種研修会や学校訪問、研究指定校制度の実施

◎学校図書支援員の有効活用と図書の充実を図る。

２．特別支援教育の充実

◎県立虹の原特別支援学校高等部対馬分教室との連携を探る。

①各種研修会や交流学習等における連携　②中高連携のあり方　等

◎教員の研修の充実と介助員の有効活用を図る

３．不登校対策に係る研修会の開催と連携体制づくり

◎不登校児童・生徒数について昨年度から１割減を目指す。
① スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラーの活用

②不登校児童生徒実態調査〔毎月〕　③関係機関との連携

① ②

① ② ③
不登校対策関係

各種研修会・研究
指定校関係

特別支援教育関係

テレビ学習塾

学校図書館支援員

○ ○学校訪問 ○

10月 11月 12月 １月８月 ９月 ２月 ３月

達 成 時 期 平成２６年　３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月

確かな学力・豊かな心を育む教育活動の推進

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

◎児童・生徒の学力を県平均レベルに上げる。（学力調査等）

◎教員の指導力と児童生徒の学習意欲を高める。

②つしまテレビ学習塾〔5月～週1回・年間４０回放送：CATV〕

・同　　上
【 達 成 年 度 】

］ 組織目標

課　名 学 校 教 育 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 地域が連携して支える教育・文化の充実した人とまち

施 策 安心して学べる学校教育環境の構築

教育委員会事務局

全体 №６１

個別 015-02

平成２５年度［

７月

項 目



○ スポーツ合宿等誘致推進事業

・合宿誘致予定団体：実業団、韓国スポーツ団体等
・誘致団体数：２団体（予定）
・合宿人数：１団体につき１０人～１５人
・合宿期間：１週間～１０日程度

・同　　上

全体 №６２　
個別 015-03

平成２５年度［教育委員会事務局］ 組織目標

課　名 生 涯 学 習 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 独自の地域資源を活かした交流人口の拡大

項 目 スポーツ合宿、スポーツ交流等誘致促進事業

内 容

　国内外のトップレベルチーム（プロ・実業団・大学等）を本市に誘致
し元気と笑顔のあるまちづくりはもとより、スポーツ教室・講演会等を
通して、市民の健康に対する意識の高揚、スポーツ人口の拡大、次代を
担う子どもたちの心身の健全な育成と夢づくり等を目指します。
　また、スポーツ競技団体との連携により、競技力の向上、スポーツ指
導者等人材の育成、体育施設の有効活用、誘致することでの交流人口の
拡大、地域経済効果の向上を目指します。
　更には、誘致団体の成績向上による全国的知名度アップでの合宿地と
しての対馬市のＰＲ及び他スポーツ活動団体の本市での合宿等誘致に対
する相乗効果を目指します。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達 成年 度】

達 成 時 期

１月 ２月 ３月

誘致候補団体と
の交渉・決定

平成２６年 ３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月

合宿受入準備

合宿の実施

次年度の誘致候
補団体の選定・
交渉

11月 12月７月 ８月 ９月 10月



○ 長崎県美術展覧会公募展移動展

○ 入館者目標　1,000人

・同　　上

実行委員会打合せ 関係機関との調整

作品募集期間 開催の周知期間

作品展示期間

県展新聞作成

【達 成年 度】

平成２５年度［教育委員会事務局］ 組織目標

課　名 生 涯 学 習 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 地域が連携して支える教育・文化の充実した人とまち

施 策 芸術・文化活動の振興

項 目 芸術文化鑑賞の機会充実及び市民文化活動の支援

内 容

　美術鑑賞機会の少ない対馬市において、県展入賞作品及び対馬市在住者の
入賞作品を移動展示します。
　併せて、児童や学生を対象に、専門家によるワークショップ・実演なども
行います。

※　主催：長崎県、対馬市教育委員会、対馬市文化協会との共同開催
※　部門：日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・デザインの７部門
※　開催日：平成25年11月21日(木)～11月25日(月)【５日間】
※　会場：対馬市交流センター

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成２５年１１月

６月 ７月

実行委員会の開催
関係団体との連携

作品募集期間
開催の周知期間

作品展示

県展新聞作成

８月 ９月

全体 №６３
個別 015-04

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ２月 ３月10月 11月 12月 １月



①指定文化財の保存整備

②文化財に係る防犯対策と情報発信

③博物館及び郷土館・資料館の整備

①指

② 文化財に係る防犯対策の強化と情報発信の実施
広報誌による情報発信（年12回）
防犯強化に為の防犯措置設置（5箇所）

③ 対馬歴史海道博物館（仮称）建設について、その具体的計画の推進
博物館建設に関する市関係部局調整会議（年4回）
県施設との合築に向けた具体事項に係る県との調整・協議（年6回）
博物館建設に関する文化庁協議（年2回）
博物館建設基本設計に向けた準備事務
博物館開館に向けたスキル習得の為の研修参加（年2回）

①
② 同上（平成２５年度）
③ 対馬歴史海道博物館（仮称）の完成（平成２８年度）

史跡の保存整備(5箇所)の完了（平成３１年度）

指　　標
（数値目標）

２月 ３月

指定文化財の保
存整備事業

文化財に係る防
犯対策と情報発
信

12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

７月

博物館及び郷土
館・資料館の整
備

８月 ９月 10月 11月取り組み ４月 ５月 ６月

項 目 文化財の保護・活用を図ります。

【 今 年 度 】
史跡の保存整備(5箇所)

【達 成年 度】

達 成 時 期 平成３２年　３月

課　名 文 化 財 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 地域が連係して支える教育・文化の充実した人とまち

施 策 芸術・文化活動の振興

全体 №６４
個別 015-05

平成２５年度［教育委員会事務局］ 組織目標


